


視察報告書【１】 

委員会名 中心市街地活力向上特別委員会 委員名 山田 主成 

視察日時 令和６年 10 月８日（火） 午後 1 時 30 分～３時 00 分 

視察先・概要 
神奈川県藤沢市 

 人口：443,882 人(令和６.９.１現在) 面積：69.56 ㎢ 

視察内容 
藤沢駅前広場における 

「（一社）藤沢駅周辺地区エリアマネジメント」の取組 

選定理由 

駅周辺の賑わいや市民の憩い・交流の場の創出のため、藤沢市では、

令和３年４月１日に、藤沢市藤沢駅前広場条例を制定するとともに、

現在では、指定管理者「（一社）藤沢駅周辺地区エリアマネジメント」

による駅前広場の維持管理と使用許可などの業務が行われている。 

当市でも、中心市街地の持続的な賑わい創出には、民間活力による

事業の推進や民間組織体制の強化が重要と捉え、（一社）ＴＣＣＭな

どとの連携強化や地域住民及び地域商業者との共働による賑わいづく

りに取り組むことを目指している。 

藤沢市における市と指定管理者の取組を視察することで、駅周辺で

のスポーツイベントなどの開催を通した賑わいづくりの手法や指定管

理者自らが運営費を確保する手法など、中心市街地の持続可能な管

理・運営手法の確立に向けた検討・提言に資するものとする。 

豊田市の 

現状と課題 

当市議会ではこれまでも、「まちの賑わい創出緊急対策特別委員会

（令和２年度）」や「都心の賑わい創出検討特別委員会（令和３年度）」

を設置し、中心市街地の活力や賑わいの創出に向けた検討と対策につ

いて提言を行ってきた。 

令和６年４月の豊田市博物館の開館を契機として、新たな都市施設

を生かした中心市街地の活力向上策を調査・研究し、市民の多様なニ

ーズに応えた、賑わいと憩いにあふれる中心市街地の形成に向け、こ

れまでの取組の進捗状況の確認と、賑わいや回遊性の向上に向けた対

策の継続実施、更には、豊田市駅東口広場整備事業完了後の歩行者空

間等の整備の方向性を早期より検討していく必要がある。 

視察概要 

藤沢駅の北口駅前広場の整備は、エリアマネジメントによる活用を

視野に整備を進められ、また利用料金制度を軸とした自己財源を確保

した指定管理制度による活用が令和元年からスタートした。 

整備された駅前広場は道路上に整備されたペデストリアンデッキを

活用した駅前広場であり、道路法や道路交通法の制約を受けるため、

藤沢市藤沢駅前広場条例を別途定めることとなった。 

駅前広場の管理及び広場を活用したイベントの管理が主となってい

る管理団体は現在３名体制（事務局長：市役所ＯＢ、事務局員２名：

内１名小田急電鉄出向者）で行っており、今後南側の整備に合わせて

体制強化が求められている。 



評価と 

その理由 

指定管理団体（一般社団法人 藤沢駅周辺地区エリアマネジメント）

は設立当初から市が主導して設立した法人であり、市と歩調を合わせ

つつ周辺企業と協力しながらにぎわい創出につなげている。しかし、

団体の主たるマネジャーは市職員ＯＢであり、雇用スタッフは１名、

小田急電鉄からの出向者１名での運営となっており、団体の運営が個

人の裁量の範囲内である状況であった。 

ＪＲと私鉄のハブ駅であるため、電車による来訪者が多く、その中

間に位置する広場を活用したにぎわい創出イベント等への参加者が多

い一方で、歩行空間の確保も課題となっている。東京オリンピックを

契機に立ち上がったボランティア団体（チームＦＵＪＩＳＡＷＡ2020）

と連携してスタッフボランティアを利活用している点は評価できる。 

本市に反映 

できること 

・広場利用料等による自主財源確保 

駅前広場で活力ある運営を行うためには自主財源確保の必要性

がある。藤沢駅前広場では団体からの会費のほか、広場利用料 210

万円余、歩行空間における広告料 140 万円余、出店や備品貸出料 70

万円余、スポーツ団体のグッズ販売 170 万円余となっている。 

しかし広場利用料の８割が路上ライブの場所貸しとなっており、

大規模イベントでの収益確保には至っていなかった。キッチンカー

スペースの場所貸しなども検討すべきである。 

・Ｙｏｇｉｂｏ（ヨギボー）を用いた居場所づくり 

芝生の空間を滞留スペースとするために、ベンチやテーブルのほ

か、毎週水曜日にはＹｏｇｉｂｏを置いて、自由に過ごせる空間を

確保。歩行空間と区域を分けることで滞留スペースの確保をすると

ともに、近隣に飲食店があることで、にぎわいの創出につなげると

良い。 

・広場整備に配慮すべき点 

広場整備において、電源や水道の確保に配慮していた。しかし、

イベント時は大きな電力容量や水量が必要となる。 

イベント対応ができる大規模容量の電源、高水圧の水道（利用量

の確認方法も検討）、および排水施設の検討をすべきであるとのア

ドバイスがあった。 

その他 

(意見・課題) 

 
様々なイベントを民間活力により運営しているとのことであった

が、実際には市ＯＢの１名とサポート１名による運営であった。ほか

に私鉄からの出向者が１名（給与は私鉄から支給）であり、運営費の

多くは指定管理料で賄っているため、自立した運営に向けて財源およ

び人材の確保が課題とのことであった。 

豊田市駅前広場の管理主体についても同様の課題があると考える

が、活力ある利活用を考える場合は、イベント運営に注力できる団体

もしくはグループへの財源と人材確保の支援が必要である。 

 

   
 

  



視察報告書【２】 

委員会名 中心市街地活力向上特別委員会 委員名 山田 主成 

視察日時 令和６年 10 月９日（水） 午前 10 時～11 時 30 分 

視察先・概要 
東京都狛江市 

 人口：82,154 人(令和６.８.１現在) 面積：6.39 ㎢ 

視察内容 狛江駅北口「えきまえ広場」の取組 

選定理由 

狛江市では、平成28年３月に策定した「狛江駅前三角地整備基本計

画」において、小田急狛江駅の北口にある「えきまえ広場」を「にぎ

わいを創出する広場」として位置付け、広いスペースを確保し、多様

な用途で使える広場として整備し、イベント会場としての貸出事業な

どを行っている。 

また設備では、芝生や自立型ソーラースタンド、ミストシャワー、

デジタルサイネージ、災害対応型自動販売機などが設置されており、

様々な利用用途を想定したつくりとなっている。 

当市でも、日常的に賑わうウォーカブルな公共空間の創出や既存ス

トックの活用、安全・安心な歩行者動線の確保、施設機能・配置の最

適化、コスト縮減の視点や市民ニーズなどを捉え、駅前整備の見直し

を進めていくこととしており、狛江市での広場施設の整備に至った背

景やその利活用方法などを視察することで、当市の中心市街地に必要

なハード設備の検討・提言に資するものとする。 

豊田市の 

現状と課題 

当市議会ではこれまでも、「まちの賑わい創出緊急対策特別委員会

（令和２年度）」や「都心の賑わい創出検討特別委員会（令和３年度）」

を設置し、中心市街地の活力や賑わいの創出に向けた検討と対策につ

いて提言を行ってきた。 

令和６年４月の豊田市博物館の開館を契機として、新たな都市施設

を生かした中心市街地の活力向上策を調査・研究し、市民の多様なニ

ーズに応えた、賑わいと憩いにあふれる中心市街地の形成に向け、こ

れまでの取組の進捗状況の確認と、賑わいや回遊性の向上に向けた対

策の継続実施、更には、豊田市駅東口広場整備事業完了後の歩行者空

間等の整備の方向性を早期より検討していく必要がある。 

視察概要 

 

昭和 62 年まで狛江第一小学校として利用されていた土地の一部を

バスターミナルとして活用したが、残地（三角地）の利用がなされて

いなかった。 

その後、有効利用について障がい者自立支援やアンテナショップな

ど公共施設による利用が検討されたが、東日本大震災を契機に空地に

よる利用が求められるようになった。 

空地の活用方針では、①「ほっとする」憩いの広場 ②「あんしんす

る」防災の広場 ③「わくわくする」にぎわいの広場として整備された。 

実際の広場の整備にあたっては、親水性のあるインターロッキング

やゴムチップを活用して雨天後の利用性向上を図ったほか、外周のフ

ェンスを低くしてスペースを広く確保、デジタルサイネージを導入し

て案内機能の充実を図った。 

 



評価と 

その理由 

・憩いの広場としての活用 

空地として憩いの広場の整備を進めてきた結果、昼は子連れの親

子や高齢者、夕方には高校生や若者、ペットを連れた散歩道として、

夜は若者と近隣の住民を中心に広い世代に受け入れられている。 

・にぎわいの広場としての活用 

市関連事業のみでなく、一般の利用もあり、コロナ禍以後は土日

を中心に月に２回以上のペースで広場の貸し出しを行い、にぎわい

創出の機会を提供できている。 

・周囲への配慮 

近隣は住宅地が広がっているため、特に夜間を中心に音量への苦

情がある。これらへの対応として、利用時間の限定（９時から 20

時）、イベント開催の事前周知の徹底、指定地で時間帯ごとに設定

した音量基準となっているかの、定期的な測定などを行っている。 

本市に反映 

できること 

・防災設備の設置 

広場整備を検討する過程において、東日本大震災を契機とした広

場の整備が話し合われ、日頃の活用から災害時にも役立つ各種施設

が整備されている。 

①ソーラースタンドによる携帯電話充電施設 

ソーラースタンドを設置し、その下には携帯電話の充電施設が計

４台分同時に充電できるようになっている。 

しかし、視察当日も雨にさらされているなど、数種類の充電コネ

クタは消耗が激しいため、不具合が多い。本市で導入するのであれ

ば場所やＡＣ電源のみにするなど手法を考えるべきである。 

②暑さ対策におけるミストシャワー 

５月から 10 月頃に稼働。暑さを和らげることに役立っている。夏

場は子どもたちが楽しむツールともなっており、憩いの場として機

能を発揮していた。 

③災害対応型自動販売機 

ダイドードリンコ株式会社との連携により、災害時にも役立つ自

動販売機が設置されている。本自動販売機の設置による利益でデジ

タルサイネージの運営費も賄う協定を締結しており、情報発信と災

害時対応を両立できている。 

・排水機能 

天然芝のエリアでは弾力性を維持できるゴムチップ、歩行エリア

は透水性の確保できるインターロッキングを設置することで、雨天

後のイベントなども水はけを気にせずに広場活用が容易となって

いる。 

その他 

(意見・課題) 

・大屋根がない広場を管理する担当者の所感 

広場周辺に大規模施設がなく、また屋根を含め日除けもないた

め、夏場はひどく高温になる。真夏日が続く昨今において、憩いの

場には日除けが必須である。 

 

   

  



視察報告書様式【３】 

委員会名 中心市街地活力向上特別委員会 委員名 山田 主成 

視察日時 令和６年 10 月 10 日（木） 午前９時～10 時 30 分 

視察先・概要 
青森県八戸市 

 人口：215,897 人(令和６.８.31 現在) 面積：305.56 ㎢ 

視察内容 八戸まちなか広場「マチニワ」の取組 

選定理由 

八戸市では、八戸ポータルミュージアム「はっち」が、まちを元気

にすることを目的に、「地域の資源を大切に、まちの新しい魅力を創

り出す」文化観光交流施設として、平成23年２月、市の中心市街地に

開館した。 

また、平成30年７月には、市民の活動・交流の場としての活用を目

指し、「はっち」の向かいに「八戸まちなか広場 マチニワ」がオープ

ンしている。「マチニワ」は、ガラス屋根付きの広場で、雨や雪など

の天候に左右されずに過ごせる多目的スペースであり、車で20分ほど

離れたＪＲ八戸駅間との来街者の回遊性の向上にも寄与している。 

八戸市の文化観光交流施設やまちなか広場の取組を視察すること

で、当市の「第４期豊田市中心市街地活性化基本計画」にある、中心

市街地（西は豊田市美術館から東は豊田スタジアムまで）の回遊性の

向上策や賑わいづくりに向けた方策の提言に資するものとする。 

豊田市の 

現状と課題 

当市議会ではこれまでも、「まちの賑わい創出緊急対策特別委員会

（令和２年度）」や「都心の賑わい創出検討特別委員会（令和３年度）」

を設置し、中心市街地の活力や賑わいの創出に向けた検討と対策につ

いて提言を行ってきた。 

令和６年４月の豊田市博物館の開館を契機として、新たな都市施設

を生かした中心市街地の活力向上策を調査・研究し、市民の多様なニ

ーズに応えた、賑わいと憩いにあふれる中心市街地の形成に向け、こ

れまでの取組の進捗状況の確認と、賑わいや回遊性の向上に向けた対

策の継続実施、更には、豊田市駅東口広場整備事業完了後の歩行者空

間等の整備の方向性を早期より検討していく必要がある。 

視察概要 

八戸市の第一の繁華街である三日町にあった隣接する民間の商業施

設が、平成 16 年、平成 19 年に相次いで閉鎖となる中、平成 20 年から

「八戸市中心市街地活性化基本計画」を、また、平成 23 年には八戸ポ

ータルミュージアム「はっち」をスタートした。 

２つのビルを民間開発会社が買収し、平成 28 年に六日町（隣の通り

で第２の繁華街）側に複合商業ビルを整備した。 

三日町と六日町、この２つの繁華街は回遊性が低いという課題があ

ったため、三日町側に市が八戸まちなか広場「マチニワ」を整備した。 

・マチニワ基本コンセプト 

①居住者や来街者にとって魅力的で、生活を豊かにするサードプレイ

ス（居場所）の創出 

②「はっち」や周辺の民間施設をつなぎ、文化・芸術活動等が融合す

る洗練された空間の創出 

③小路、ヒト、情報が交わる空間としての、地域コミュニティの再生

に寄与する拠点の創出 



評価と 

その理由 

・居心地の良い空間 

冬季は厳しい寒さとなるため、ガラスで広く覆われており、夏場

は開放的にすることで出入りしやすい空間を演出するとともに、冬

季は入口を閉められるようにし、季節に応じた運用ができるような

っている。 

また、２階スペースがあることで歩行空間と滞留スペースを分

け、平日の午前でも多くの人が自分の時間を過ごしていた。 

・使いやすい空間 

できる限り入りやすい、また使いやすい空間とするために様々な

工夫がなされていた。 

屋根や周囲をガラスにすることで透過性があり開けた空間を演

出、間口をオープンにすることで入りやすくするとともに、できる

限り利用の制限を少なくしている。一方で昼から飲酒をする方もお

り、利用者から苦情があるときもあるが、職員や程度によっては警

備員、警察の協力により安全な広場の確保に努めている。 

本市に反映 

できること 

・大屋根の設置 

屋根があることで、夏季や冬季、雨天や降雪時などの様々な気候

条件に対応できるため、滞留性向上とともにイベントの企画も容易

にしている。公共性が高いイベントのほか、民間の利用も促進して

いる。特に運営初期には収益イベントは施設利用料を３倍としてい

たが、コロナ禍における地元民間事業者の支援の一環として利用料

を基本料金（１倍）に軽減。以後も同様の運営としている。 

・大型ビジョンや交通情報を伝えるモニター 

大型ビジョンやバスの交通状況を知らせるモニターを設置し、待

合の場所としても機能を高めている。大型ビジョンは民間の情報は

流さず、公共情報のみの運営としているとのことだが、一定の基準

等を設け、広告料を徴収して民間の情報を流すことの検討もすべき

ではないかと感じた。 

・シンボルツリー 

シンボルオブジェとして水の樹が設置されている。幾重にも重な

る樹の枝が水の流れで一つとなっているオブジェである。故障が多

く、メンテナンス面に課題があるとのことであった。豊田市として

オブジェを考えるのであればこれらの課題についても検討すべき

であると考える。 

その他 

(意見・課題) 

３か所の駅前広場及びまちなか広場を視察する中で、憩いの広場を

整備するうえでは大屋根の整備は必須であることが確認できた。 

憩いの場は利用しやすい空間、歩行空間と区切られた空間であると

良い。一方で豊田市駅前広場の整備を考える場合は壁で分けることは

難しいため、とよしばで利用されたようなカウンターファニチャーな

どで仕切る工夫は有効である。 

八戸市の運営団体は「はっち」と一体的に市直営で行われており、

自己財源確保の考え方は薄い。直営であれ、団体支援であれ、市職員

が業務をどこまで担えるのか議論すべきである。 

   

 


